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験 を 5 年以上持ち、長期入院していた統合失調症患者への訪問看護経験を持つ訪問看護師11 
名を対象とした。研究参加者より各 1 名の長期入院統合失調症患者の地域生活における困難 
な経験について聞き取りを行い、分析を行った。
< 結 果 >
分析の結果 1 2 3のコードより、4 1個のサブカテゴリーと、【統合失調症の症状と治療に翻弄 
された日常生活】 【調整困難な日常生活行動】 【安らげない家庭生活】 【思い通りにいかない社会 

















< 総 括 〉
長期入院統合夹調症患者の地域生活は7 つの困難な経験が重なり合うことで、苦しみを深めて 
いた。しかし、 「病状管理できること」 「日常生活行動を調整できること」 「家族や自分とうまく 
付き合うことができること」 「思うように社会活動ができること」 「地域社会に居場所ができる 
こと」のどれか1 つでも長期入院統合失調症患者の苦しい経験を支援することができれば、家庭 
生活を送ることは今よりは容易になるのではないだろうか。そのためには、長期入院統合失調症 
患者が自らの症状や副作用を医瘛者に伝える経験を繰り返し、自らの手で病状に対処する方法を 
獲得していけるよう支援が必要であると考える。
